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～介護事業者向け感染対策研修のご報告について～ 

当院の院内感染対策室では、自施設の感染対策の普及・指導だけでなく、地域の感染対策の

向上に貢献できるよう、院外研修にも力を入れております。 

令和７年７月にも、お隣の安平町の介護事業者に向けた感染対策の研修を行いました。 

大変ありがたいことに、たくさんの医療・介護・福祉関係者様にご参加頂きました。 

研修では、「感染症とはなにか」「現場で注意すべき感染症」「手指衛生の実践」「個人防護具

の着脱」「ゾーニングの基本」という項目について、講義や演習を実施しました。 

参加者の皆様が、話に熱心に耳を傾け、演習にも一生懸命取り組んで頂いた姿がとても印象

的で、地域の方々の感染対策への関心の高さを実感できました。今後も、地域の保健医療の

充実のため、当院は積極的に努めて参ります。 

地域の医療機関や介護・福祉事業者、学校・保育施設、町内会等の地域活動にて、研修会 

開催のご要望がありましたら、お気軽に当院にご連絡ください。 

（苫小牧東病院 院内感染対策室 感染管理認定看護師 嶋倉昌貴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染対策たいむず No.２ 

手袋やエプロンなどの個人防護具の演

習では、自身に汚れがつかないように

注意して着脱することを、実際の演習

を通して学びました。 

安平町役場や会場を提供してくださっ

た施設など、多くの方々の協力を得て

研修を開催することができました。 

改めて感謝申し上げます。 


